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１１．獣医科学部

部長  前田 健

概 要

獣医科学部は、戸山庁舎に配置され、第一室から第三室

の 3 室で構成され、動物由来ウイルス感染症、動物由来細菌

感染症のリファレンス・研究業務を行っている。第一室はブル

セラ症、カプノサイトファーガ感染症、鼠咬症、SFTS、新興動

物由来感染症を、第二室は狂犬病、リッサウイルス感染症、ニ

パウイルス感染症、炭疽を、第三室は野兎病および近縁菌、B

ウイルス、コロナウイルス等に関するリファレンス業務、研究業

務を行っている。また、SARS-CoV-2 に関しては部全体での

対応を行っている。

第一室では、動物由来感染症に関して、愛玩動物や野生

動物を対象に、検査･診断や疫学調査を行っている。SFTSV

や SARS-CoV2 では、感染が疑われるネコ・イヌの検査診断な

らびにネコの SFTS 診断への RT-LAMP 法の適用の検討、さ

らに流行地および千葉県の野生動物における SFTSV の感染

状況の解析を行っている。また、SFTSV では病原性の異なる

株からキメラウイルスを作出し、マウスで感染実験を行い病原

性遺伝子の解明を試みている。SARS-CoV-2 では各変異株

を用いてネコで感染実験を行い、変異に伴う感受性や病原性

の変化を検討している。ブルセラ症では、検査用 Brucella 

canis 抗原を作成し、国内唯一のヒトブルセラ症抗体検査実施

機関として、行政検査として疑い患者の検査･診断を実施し、

またイヌ・ネコにおける疫学調査も行っている。高齢者に患者

が多い鼠咬症については、患者の依頼検査と菌株の薬剤感

受性やゲノム解析を進めている。カプノサイトファーガ感染症

では、疫学調査を継続して実施するとともに、Capnocytophaga 

canimorsus について、莢膜遺伝子型による病原性の差異およ

びイヌ・ネコにおける各莢膜遺伝子型の保有状況を解析して

いる。また、当室で発見した Capnocytophaga属菌新菌種の公

衆衛生上のリスク評価を進めている。

第二室では、国内外の関係機関等の協力を得て狂犬病、

炭疽、へニパウイルス感染症等に係る予防体制の推進に係る

調査研究を行い、感染源動物および危機管理対応に関わる

診断系の構築、アジアを中心とした海外の感染症研究機関等

との共同研究によるラボラトリーネットワーク構築の強化を継続

して行った。従来のヒト用の狂犬病ワクチンを改良し、安価で

製造できるワクチン株の作製に成功した。また、2020 年 5 月に

分離された街上毒の Toyohashi 株の培養細胞並びにマウスで

の継代による固定毒化の機序の解析を行っている。また、餌

に加えるためのワクチンとして LC16m8 をベクターとして、

Toyohashi 株のＧ蛋白遺伝子を組み換えた組換えワクシニア

ウイルスの作製に成功した。また、17 種類の狂犬病を含むす

べてのリッサウイルスのＧ蛋白を含むシュードタイプウイルスの

作製に成功し、各種血清を用いた交差反応性について検証

した。Nipah ウイルスに関しては 5 種類のヘニパウイルスに対

する遺伝子診断系の構築に成功し、ニパウイルスのＧ蛋白に

対するモノクローナル抗体の作成にも成功した。Ceder ヘニパ

ウイルス、Ghana ヘニパウイルス、Mojian ヘニパウイルスの各

種抗血清を作出するとともに、発現蛋白を用いた ELISA 系の

構築にも成功した。炭疽菌においてはペニシリン耐性菌の遺

伝子解析により耐性化の機序に関して解析を進めている。ま

た、炭疽の芽胞の発芽を阻止する作用が、食品添加物のグリ

シンに存在することを発見した。国際研究として、ブータンに

おける動物由来感染症の調査を継続して行っている。

第三室では、野兎病菌の継代によるゲノム変化を解析し、

150 継代では 5ｋbp の遺伝子欠損が観察された。野兎病菌

ftt_0965c 遺伝子破壊株（Δftt_0965c）の感染防御効果につい

て、野兎病生ワクチン株として優れている可能性が示唆された。

B ウイルスに対する抗体保有状況を調べた結果、46 頭中 27

頭（59%）が抗体陽性となった。B ウイルスに加えて、ヒトヘルペ

スウイルス 1 型および 2 型も特異抗体が検出できるようにマル

チプレックスビーズアッセイに成功した。SARS-CoV-2 の動物

での自然感染に関しては、イヌ 11 頭、ネコ 7 頭で遺伝子陽性

となった。そのうちネコ 1 頭はデルタ株感染が原因と考えられ

る呼吸器症状を示した。SARS-CoV-2 WK-521 株をもとに作

出した Vero9013 細胞、fcwf-4 細胞馴化株の in vitro における

増殖性およびマウスにおける病原性を比較した。ORF7 遺伝

子欠損株と親株の Calu-3 細胞感染時におけるサイトカイン誘

導能を測定した結果、IFN-λ1 と IL-8 の発現量が有意に増
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加することが分かった。猫における IgM 抗体の診断的有用性

を検討したが、IgG とほぼ同じであり、急性期の診断には適し

ていないことが確認された。また、人で有用な COBAS を用い

た抗体検出系が猫のコロナウイルスとの交差反応により猫に

は使用できないことが確認された。25 種類の SARS-CoV-2 臨

床分離株をマウスに接種した結果、ブラジル由来株（TY7-501）

と南ア株（TY8-612）は致死的な感染を引き起こすことが明ら

かとなった。ミュー株接種マウス血清がオミクロン株（BA.1 や

BA.2 系統）を含む最も多くの株に対して中和能を持つことが

分かった。また共同研究により幾つかの薬剤を動物モデルで

評価し、免疫機能欠損ウイルスでの感染実験を行い病態解明

も行っている。また、鹿 296 頭を含む 386 頭の野生動物の血

清に中和抗体が存在しないことを確認した。また、ガンマ株と

デルタ株をネコに実験感染し、猫で効率よく感染することを証

明した。野生動物における E 型肝炎ウイルスの感染状況をま

とめることができた。

当該年度は、客員研究員 6 名：森川茂（岡山理科大学獣医

学部）、春原正隆（日本歯科大学生命歯科学部）、下田宙（山

口大学共同獣医科学部）、佐藤克（佐藤獣医科）、武藤淳二

（科学警察研究所法科学第一部生物第 5 研究室）、間 陽子

（東京大学大学院農学生命科学研究科農学国際専攻）

協力研究員 11 名：朴天鎬（北里大学獣医学部獣医病理学

研究室）、山崎明子（岩手大学農学部）、彦野弘一（帝京科学

大学生命環境学部）、山田健太郎（大分大学全学研究推進

機構）、後飯塚僚（東京理科大学生命医科学研究所）、櫻井

正幸（東京理科大学生命医科学研究所）、岡田修平（東京理

科大学生命医科学研究所）、松浦遼介（東京大学大学院農

学生命科学研究科農学国際専攻）、角田茂（東京大学大学

院農学生命科学研究科）、川田逸人（北里大学医学部）、八

田岳士（北里大学医学部）

研究生 5 名： Milagros Virhuez Mendoza（山口大学共同獣

医学部)、原田倫子（山口大学共同獣医学部)、井上雄介（山

口大学共同獣医学部）、土井寛大（日本獣医生命科学大学

獣医学部）、紀熙華（東京理科大学 生命医科学研究所）

実習生 3 名：祝莉佳（東京大学大学院農学生命科学研究

科）、西川友希子（東京農業大学農学部動物科学科）、長谷

川笑花（東京農業大学農学部動物科学科）が在籍した。

当部は、山口大学共同獣医学研究科（専任教員：前田

健）・連合獣医学研究科(指導教員：前田健)、および岐阜大学

大学院連合獣医学研究科の連携大学院講座（教授：前田健、

准教授：井上智）、東京理科大学として学生指導を行っている。

業 績

調査・研究

I．愛玩動物由来感染症に関する研究

１．愛玩動物由来感染症の調査研究

厚労補助金・愛玩動物由来感染症研究班として、各種愛玩

動物由来感染症の状況調査、カプノサイトファーガ属菌の薬

剤耐性と莢膜遺伝子型の解析、エキノコックス症では愛知県

でのベイト散布のための野犬生息状況と流行状況調査、クラミ

ジア目感染症では輸入モルモットからヒトに感染性を持つモル

モットクラミジアの検出、エキゾチックアニマルでは空港死着モ

ルモットのサルモネラ感染や展示施設内カンガルーのトキソプ

ラズマ感染の同定、離島の地域ネココミュニティにおける薬剤

耐性菌保有率調査、動物病院受診犬・猫の B. canis 抗体検

査による疫学調査、等を行い、得られた知見を元に一般飼育

者･国民に対する情報発信を行った。[今岡浩一、鈴木道雄；

森嶋康之（寄生動物部）； 宇根有美、小野文子（岡山理科大

学）； 福士秀人（岐阜大学）]

２．動物由来感染症に関する Web セミナー

動物由来感染症レファレンスセンターとして地方衛生研究

所等を対象に、Web セミナー「近年、国内で患者が報告される

動物由来感染症の状況について」を実施した。概略は「1）狂

犬病：2020.7、14 年ぶりの輸入症例の紹介。2&3）ダニ媒介感

染症&SFTS：感染症と季節性。野生動物の抗体･病原体保有

状況調査。4）B ウイルス病：2019 年、実験用サルとの接触感

染による 2 名の患者。5）カプノサイトファーガ感染症：致命率

20%にのぼる犬･猫咬掻傷による感染症。6）ブルセラ症･鼠咬

症：検査法および患者発生状況等の報告。」である。地方衛

生研究所 47 施設 57 部署 120 名、動物管理センター1 施設 1

名の参加があった。[今岡浩一、鈴木道雄、加来義浩、宇田晶

彦、前田健]

II．ブルセラ症に関する研究

１．ブルセラ症の疫学的調査研究

ブルセラ症（Brucellosis）は、ブルセラ属菌（Brucella spp.）に

よる動物由来感染症で、1999 年 4 月 1 日施行の感染症法に

基づく感染症発生動向調査では 4 類感染症として、診断した

医師に全数届出が義務付けられている。当室では国内の疑

い症例について行政検査対応を実施しているが、令和 3 年度

には、患者 1 例（B. canis 感染 1 例）が届け出られ、1999 年度
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からの累計では、48 例（B. melitensis または B. abortus 感染

15 例、B. canis 感染 33 例）となった。前者はすべて輸入症例

であり、後者はすべて国内感染例となっている。 [今岡浩一、

鈴木道雄、朴ウンシル、前田健]

２．ブルセラカニス抗原の調整とブルセラ症抗体検査体制の

確立

民間検査機関でブルセラ症の抗体検査診断ができなくなっ

た 2020 年 10 月 26 日以降、ブルセラ症の検査は当方にて行

政検査として実施する旨、厚生労働省健康局結核感染症課

より通知を 発出し 、対応を 開始し ているが、これまでに

（2020.10～2022.3）、計 25 件の検査依頼があった。そのうち、

B. canis 感染例が 3 例（患者の経過観察を含めて、のべ検査

数 8 件）、認められた。残りの 17 件は陰性であった。抗原の調

整および検査体制は確立され、順調に対応できている。[今岡

浩一、鈴木道雄、前田健]

３．両生類由来ブルセラ属菌に関する研究

Classic Brucella に属する Brucella melitensis M16株の apeA

遺伝子の塩基配列を基にプライマーを設計し、PCR 検出系を

構築した。同検出系では感染症法および家畜伝染病予防法

に定められた菌種が含まれる Classic Group の Brucella 属菌

が陽性となるが、国内カエル分離株（Atypical Brucella）や旧

Ochrobactrum 属菌は陰性であったことから、Classic Group の

Brucella 属菌を Atypical Brucella 等と鑑別することが可能な検

査法を確立できた。

[鈴木道雄、今岡浩一、前田健； 木村昌伸（安全実験管理

部）]

Ⅲ．カプノサイトファーガ感染症に関する研究

１．カプノサイトファーガ感染症の調査研究

患者の発生状況調査では、国内で累計 122 例（うち死亡 24

例）を把握した。患者の年齢は 40 代以上が 97％で、性別は

男性が 72％であった。敗血症が 80％超を占め、大半が重症

例であった。C. canimorsus 国内臨床分離株計 70 株の莢膜遺

伝子型は、A～C 型が約 97％を占めており、とくにネコから感

染した患者からの分離株計 15 株は全て C 型であった。一方、

国内でイヌ・ネコの口腔から分離された計 26 株は D 型 12%、

Non-typable 88%であり、比率が全く異なっていた。ヒトに重篤

な症状を示す莢膜遺伝子型の菌株は、イヌ・ネコが常在菌とし

て保有する C. canimorsus のうちのごく一部である可能性が示

唆された。[鈴木道雄、今岡浩一、前田健]

Ⅳ. 痘そうワクチンに関する研究

１．細胞培養弱毒性痘そうワクチンの特性解析および品質試

験法に関する研究

Lister 株から低温馴化により LC16 株、LC16mO 株を経由し

て樹立された安全性の高いワクチン株である LC16m8 株は、

C 末端領域が欠損した B5R タンパクを発現するが、継代培養

するとプラークサイズのやや大きく、完全長の B5R タンパクを

持つ LC16mO 型（medium size plaque; MSP）のウイルスが出

現する。本研究では、LC16m8 株と MSP や他のオルソポックス

ウイルスを区別する系の構築を目的とした。B5R の N 末端領

域 3 種類と C 末端領域 1 種類をそれぞれ免疫したウサギ抗

B5R ポリクローナル抗体は、牛痘ウイルスやサル痘ウイルスの

B5R 相同領域に血清学的に交差反応した。LC16m8 株のB5R

免疫ウサギ血清ではB5R の C末端領域は検出できなかった。

B5R の C 末端領域を免疫したウサギ血清では、他のオルソポ

ックスウイルス属のウイルスやワクシニアウイルスのワクチン株

を検出できたが、LC16m8 株は検出できなかった。[Milagros 

Virhuez Mendoza、朴ウンシル、前田健]

V. 重症熱性血小板減少症候群（SFTS）に関する研究

1. Reverse genetics により作製した SFTSV の病原性に関わる

遺伝子検索

これまでネコを用いた SFTSV 感染実験からネコはヒトと同様

に SFTSV 感染することが分かっている。しかし、感染させた

SFTSV の株によって病原性に相違が確認されたため、致死的

モデルである IFNαR1 遺伝子欠損 (IFNAR1 KO) マウスを用

いて、その原因を検証した。SFTS患者から分離されたSPL010

株は遺伝子型 J1 に属し、ヒト、猫および IFNAR1 KO マウスに

おいて強毒性を示す。一方、SFTS 発症ネコから分離された

Cat#1 株は遺伝子型 C5 に属するが、猫および IFNAR1 KO

マウスにおいて弱毒性を示す。そこで、弱毒株である Cat#1 と

強毒株である SPL010 の病原性に関わる遺伝子を検索するた

めに、Cat#1 および SPL010 の三分節を混ぜたキメラウイルス

8 種類を reverse genetics により作製した。それぞれを IFNα

レセプター KO マウスに接種した結果、Cat#1 の M 分節を有

するキメラウイルス接種マウスは 100%の生存率を、SPL010 の

M 分節を持つキメラウイルス感染マウスは 0-40%の生存率を示

し、Cat#1 株および SPL010 株における病原性には M 分節が

関わっている可能性が示唆された。[朴ウンシル、立本完吾、



獣医科学部

4

石嶋彗多、宇田晶彦、野口章、黒田雄大、加来義浩、奥谷晶

子、今岡浩一、前田健； 森川茂、渡辺俊平（岡山理科大）；

下島昌幸、黒須剛、吉河智城、西條政幸（ウイルス第一部）；

永田典代、岩田（吉河）奈緒子、和田雄治、鈴木忠樹（感染病

理部）； 長谷川秀樹（インフルエンザ・呼吸器系ウイルス研究

センター）； 網康至、花木賢一（安全実験管理部）]

2．伴侶動物における SFTS の調査研究

国内の伴侶動物における SFTS の発生状況を把握すること

を目的として、2017 年から継続して SFTS ウイルス遺伝子検出

と抗 SFTS ウイルス抗体検出を実施している。本年度において

は、SFTS 疑いのネコ 141 例、イヌ 41 例について検査を実施

し、ネコ 29 例、イヌ 3 例が SFTS と確定診断された。また、名

古屋市のイヌ血清 128 検体、杉並区のネコ検体 142 検体、

川崎市のネコ 90 検体について ELISA および中和試験で抗

SFTSV 抗体の検出を実施したが、全て陰性となった。[石嶋慧

多、平良雅克、立本完吾、朴ウンシル、前田健]

3． ネコにおける RT-LAMP 法による SFTSV 遺伝子検出

SFTS ウイルス遺伝子を簡易・迅速に検出可能な RT-LAMP

法 について猫での応用を検討した。RNA 抽出を省略した簡

易型 RT-LAMP 法(Sano et al., 2021)で通常の試薬と乾燥試

薬の 2 種類で評価を行った。通常試薬では 9.6x104 copies/ml

以上のウイルス RNA を含む検体で 100%陽性と判定され、乾

燥試薬では 3.5x105 copies/ml以上のRNAを含む検体で100%

陽性と判定された。[石嶋慧多、平良雅克、前田健； 福士秀

悦(ウイルス第一部)]

4． 千葉県の野生動物における SFTSV の調査研究

千葉県内の SFTSV の自然界における浸潤状況を把握する

ために、千葉県内で 2015 年から 2021 年に狩猟された野生動

物の血液を用いて血清疫学調査を実施した。野生動物はシ

カ 214 頭、イノシシ 136 頭、キョン 86 頭、サル 17 頭、アライグ

マ 8 頭、ハクビシン 11 頭、タヌキ 10 頭の血液を用いた。方法

は中和試験で実施した。その結果、SFTSV 抗体陽性はシカ

39 頭（25.2％）、イノシシ 19 頭（16.2％）、キョン 9 頭（10.5％）、

アライグマ1頭（12.5％）、サル1頭（5.9％）、タヌキ 0頭（0％）、

ハクビシン 0 頭（0％）であった。[平良雅克、石嶋慧多、立本完

吾、朴ウンシル、前田健]

5．国内のシカ、イノシシにおける SFTS ウイルスの疫学研究

全国の SFTSV の流行状況を把握するため、日本のシカやイノ

シシの血清を用いた抗体検査を実施している。これまでの集

計結果では、日本のシカ 3762 頭中 935 頭が抗 SFTSV 抗体

陽性となり陽性率は 24.9％であった。イノシシにおいては2600

頭中 867 頭が抗 SFTSV 抗体陽性となり陽性率は 33.3％であ

った。ヒトや動物での SFTS 発症例が数多く報告されている関

西・中国・四国・九州ではシカ、イノシシ共に抗体陽性率が高

い。それに対し、症例報告がない関東以北においては陽性率

が低く示された。東北や関東、中部の一部地域では低いなが

らも抗体陽性率を示しており、SFTS ウイルスが関東、東北、中

部にも分布していることがわかる。陽性率の低い地域におい

ては、ELISA における非特異反応である可能性もあるため、今

後ウイルス中和試験を実施し、結果を精査していく必要がある。

SFTSV 遺伝子の検出率は低くシカは 1128 頭中 1 頭(0.1%)、イ

ノシシ 1088 頭中 3 頭(0.3%)から遺伝子が検出された。遺伝子

検出率は低いが、血液中にウイルスを保有している動物がい

ることは、この動物の血液により、解体者等が感染するリスクが

あることを周知すべきである。[立本完吾、Milagros Virhuez 

Mendoza、石嶋慧多、平良雅克、朴ウンシル、前田健]

6．野生動物における SFTS ウイルスの感染状況の動物種間

の比較

SFTSV 流行地域において 2017 年 4 月から 2022 年 3 月に

捕獲されたアライグマ 345 頭、アナグマ 218 頭、タヌキ 86 頭、

ハクビシン 173 頭、ニホンザル 91 頭、シカ 330 頭、イノシシ

420 頭の血清を用いて、抗体検査および遺伝子検査を実施し

動物種間において結果を比較した。

抗体陽性率はアライグマ 55.7%、タヌキ 43%、アナグマ 53.2%、

ハクビシン 45.7％、ニホンザル 24%、シカ 40.9％、イノシシ

55.7％であった。遺伝子陽性率は、アライグマ 2.6%、タヌキ 4%、

アナグマ 1.5%、ハクビシン 2.1％、ニホンザル 1%、シカ 0％、イ

ノシシ 0.2％であった。

抗 SFTSV 抗体陽性率は多くの動物種で高く、この地域に

おける野生動物が SFTSV に感染する頻度は動物種に限らず

同程度であることが分かった。遺伝子検出ではシカやイノシシ

といった大型動物と比べ、食肉目の野生動物が高い陽性率を

示した。大型哺乳類と比較し食肉目が自然環境下では高い

割合でウイルス血症を呈し、SFTSV 感染マダニを増加させる

役割を担っている可能性が示唆された。[立本完吾、石嶋慧

多、平良雅克、朴ウンシル、前田健]]
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VI. 狂犬病に関する研究

1．わが国の狂犬病予防体制の推進のための研究

海外では野生動物に対するサーベイランスとともに医師お

よび獣医師のOne Health 連携が強化されていた。また、台湾

では、コウモリ保全団体と協働した調査により新種リッサウイル

スを発見している。日本でも保全調査を利用した野生動物サ

ーベイランスの強化を検討することが必要と考えられた。①動

物検体の確保・移送・解剖、②検体の取り扱い方法、③バイオ

セーフティ強化、④狂犬病対応マニュアル・関係部局間連携・

模擬訓練等実施情報の共有（One Health 構築）、⑤アクティ

ブ・ラーニング、を取り入れたパッケージ研修を全国に普及す

ると野生動物を含めた狂犬病サーベイランスの体制整備強化

が促進されて波及的に体制整備の強化が期待されると考えら

れた。[井上智、堀田明豊、野口章、前田健； 兼子千穂、山田

健太朗、関口敏、三澤尚明（宮崎大学）； 西園晃（大分大

学）； 西浦博（京都大学）； 伊藤直人（岐阜大学）]

2．狂犬病発生における非けい留犬の薬殺に使用する薬品の

検討等

国際獣疫事務局（OIE）は、野良犬の個体管理に安楽死を

単独で使用することは効果的な管理手段ではなく人道的に他

の手段と組み合わせて長期的な管理を効果的に実現する必

要があるとしている。狂犬病予防法における硝酸ストリキニー

ネ に 代 わ る 代 替 薬 の 調 査 を 行 い 「 Barbiturates 」 、

「 Embutramide + Mebezonium + Teracaine の 混 合 」 、

「Thiopentone」、「Propofenol」、「KCL」、「T-61」等が、海外の

関係各機関等で安楽死に推薦されていることを明らかにした。

狂犬病発生時の緊急対応には薬剤の効果等の詳細を引き続

き検討する必要があるが、薬剤の選択と使用は、薬効と薬理

作用の比較検討結果等を踏まえて、法律、薬事、獣医療、動

物福祉等等の様々な観点から判断することが必要と考えられ

た。[井上智、前田健； 西園晃（大分大学）； 西浦博（京都大

学）； 伊藤直人（岐阜大学）]

3. アジアの狂犬病ラボラトリーネットワーク促進に関する共同

研究

近隣のアジア諸国（ベトナム、フィリピン、台湾、タイ）の狂犬

病専門機関等とラボラトリーネットワークを構成して継続してい

るが、新型コロナウイルス感染症の流行により、現地での野外

を利用した研究活動ができないためオンラインでのミーティン

グを多用して最新の情報等の交換と議論、知見の共有による

論文等の作成と報告を研究活動の中心に据えた。なお、フィリ

ピンの RITM とはバーチャルスライド等を利用した遠隔地をつ

なぐオンラインシステムを利用して視覚的な診断技術習得と技

術講習のシステム構築を試行・実施して、より視覚化による体

感的な研修等を可能にした。[朴 天鎬（北里大学）； Daria 

Manalo（フィリピン熱帯学研究所）； Nguyen Vinh Dong、

Nguyen Tuyet Thu,Ngo Chau Giang,Hoan Thi Thu Ha（ベトナ

ム NIHE）； 費昌勇（台湾大学獣医大学院） ； Wilaiwan 

Petsophonsakul（タイ CMU）； 西園晃（大分大学）； 野口章、

堀田明豊、奥谷晶子、井上智]

4.日本における野生動物等の狂犬病サーベイランス構築に

係る調査研究

前年度に引き続いて、新型コロナウイルス感染症の流行を

受けて、第 9 回九州・沖縄地区狂犬病診断研修会についても

Zoom による遠隔配信による技術指導等を行った。本年度は、

九州地区に限定しないで全国レベルでの遠隔地をつないだ

自治体研修と演習の試行とした。宮崎大学大動物手術室の

解像度カメラとオンラインシステムを併用して病理解剖手技の

実技研修とワールドカフェ形式によるグループディスカッション

を開催して、視覚的な技術指導とネットワークを活用した多人

数による議論と意見交換についてノウハウを蓄積して継続が

可能であることを確認した。[兼子千穂、山田健太朗、関口敏、

三澤尚明（宮崎大学）； 有川玄樹（宮崎県）； 好井健太朗、

小林進太郎（北大）； 井上智、堀田明豊、野口章； 伊藤睦代

（ウイルス第一部）]

5. 官学が連携した狂犬病および犬猫由来の人と産業動物共

通寄生虫病の監視体制モデルの構築に関する研究

宮崎県と宮崎大（CADIC）が進める官学連携において、狂

犬病対応マニュアルにもとづくモニタリング検査実施を検討し

て連携を可能とし、安楽死対象犬猫以外に野生動物につい

て、タヌキ 4 頭、アナグマ 5 頭、キツネ 1 頭の狂犬病モニタリン

グが試行された。また、昨年度と同様にみやざき動物愛護セ

ンターに搬入される犬猫について寄生虫の糞便検査を行い、

飽和食塩水浮遊法で 302 検体（犬 45、猫 257）から、犬および

猫回虫卵が 26 検体、犬に条虫卵（テニア科条虫以外）5 検体

の陽性が確認された。地域の感染症防疫を担う教育・研究機

関である CADIC の参画によって官学連携での動物由来感染

症監視体制のモデル構築が可能になった。[兼子千穂、山田

健太朗、関口敏、三澤尚明、吉田彩子（宮崎大学）； 井上健
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（佐賀県）； 有川玄樹、大山貴史（宮崎県）； 好井健太朗、小

林進太郎、野中成晃（北大）； 常盤俊大（日本獣医生命科学

大学）； 朴 天鎬（北里大学）； 井上智、堀田明豊、野口章；

伊藤睦代（ウイルス第一部）； 森嶋康之（寄生動物部）]

6．従来のヒト用 HEP-Flury 株狂犬病ワクチンの改良のための

研究

本研究はワクチン製造に優れたVero細胞に馴化したHEP-

Flury株由来狂犬病ワクチンを作製し、また接種方法を検討す

ることで、安価で予防効果の高いワクチンへと改良することを

目的とする。

馴化のため、Vero 細胞で HEP-Flury 株の継代を重ねた結

果、10 継代以降増殖性が上昇し、20 継代以降ウイルス増殖

性がさらに速くなった。親株と馴化株を比較したところ、30 継

代株で病原性の低下が認められ、中和活性に差は認められ

なかった。本年度、リバースジェネティクス法にて Vero 細胞へ

の馴化に関連する遺伝子を解析した結果、P タンパク 115 番

目アミノ酸の変異、G タンパク 15 番目アミノ酸の変異が関与し

ていることが明らかとなった。この変異がどの過程に影響し増

殖性に関与しているか解明するため更なる解明を勧める予定

である。［原田倫子、朴ウンシル、松鵜彩、井上智、前田健］

7．街上毒株 Toyohashi 株の固定毒化の解明のための研究

2020 年 5 月に国内で 14 年ぶりに狂犬病患者が報告され、

狂犬 病ウイ ル ス街上毒 株の Toyohashi 株を 分離し た。

Toyohashi 株を系統解析の結果フィリピンで認められている株

と類似していた。街上毒株の固定毒化は長年行われているが、

その固定毒化過程は明らかとなっていない。そのため、分離し

た Toyohashi 株を vitro・vivo で継代・馴化することでそれに伴

う固定毒化過程を解明することを目的とする。マウス・MNA 細

胞・Vero 細胞で継代し、遺伝子解析を実施した結果、MNA 細

胞で 10 継代した株、および MNA 細胞で 10 継代した後 Vero

細胞で 10 継代した株で N-glycosylation site が 1 ヶ所の増加

が認められた。それぞれの継代過程で認められたアミノ酸変

異等が病原性にどのように関与しているかを解析する予定で

ある。［原田倫子、松鵜彩、井上智、前田健］

8．街上毒株 Toyohashi 株の G タンパクを組み込んだワクシニ

アワクチンの作成

本研究は野生動物用経口狂犬病ワクチンの作製のため、

病原性の低いワクシニアウイルス LC16m8 株に Toyohashi 株

の G タンパクを組み込んだワクシニアワクチンの開発を目的と

する。現在、LC16m8 に Toyohashi 株の G タンパクを組み込ん

だ recToyohashi G LC16m8 (recLC16m8)を作成し、狂犬病ウ

イルス G タンパクの発現も確認された。LC16m8 と recLC16m8

の増殖性を比較したところ recLC16m8 において増殖性の低

下が認められました。recLC16m8 では B5R 領域に Toyohashi

株の G タンパクを挿入していることより、B5R の有無による増殖

性 の 影 響 に つ い て 今 後 解 析 す る 予 定 で あ る 。 ま た 、

recLC16m8をマウスに接種し抗体誘導性を確認後、攻撃試験

を実施し、このワクチン候補株のワクチンとしての効能を評価

する予定である。［原田倫子、朴ウンシル、前田健］

9．リッサウイルスの疫学調査法の開発

検査系の確立のために水疱性口炎ウイルス（VSV）を用い

たシュードタイプウイルスの作製を行った。ICTV に登録されて

いる 17 種全てのリッサウイルスのシュードタイプウイルスの作

製に成功した。特に、狂犬病ウイルス（RABV）、オーストラリア

コウモリリッサウイルス（ABLV）、ヨーロッパコウモリリッサウイル

ス 1,2（EBLV-1,EBLV-2）、ドゥベンヘイグウイルス（DUVV）、

モコラウイルス（MOKV）、ラゴスコウモリウイルス（LBV）の 7 種

については各 G 蛋白質抗血清を作製し交差反応性について

検証した。更に EBLV-1,DUVV,MOKV,LBV は感染性ウイル

スを用いて中和試験を行い、シュードタイプウイルスとの相関

を検証し問題がないことを確認した。[井上雄介、加来義浩、

野口章、井上智、前田健]

VII. ヘニパウイルス感染症に関する研究

1. 地方衛生研究所で実施可能なニパウイルス診断法の構築

ニパウイルス（NiV）感染症は、予防法や治療法がなく致死

率も高いことから、患者が発生した場合の健康被害や社会・

経済への影響は甚大なものとなる。疑い事例発生時の早期診

断を目的として、地方衛生研究所（地衛研）で実施可能な迅

速・安全な診断法（抗体、抗原および遺伝子検出）の開発・普

及を目指している。本年度は、NiV を含むヘニパウイルス 5 種

について、N 蛋白質を検出する realtime PCR 系を構築すると

ともに陽性対照 RNA 発現用プラスミドを作製した。また、抗

NiV-G モノクローナル抗体（MoAb）の作製を進め、合計 10 ク

ローンのハイブリドーマを樹立した。今後、抗原検出系の高度

化等に応用される。[加来義浩、野口章、井上智、前田健]

2. 新型ヘニパウイルスの血清診断法の構築
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2000 年代に発見された新型ヘニパウイルス各種（Cedar ヘ

ニパウイルス, Ghana ヘニパウイルス, Mojiang ヘニパウイルス）

については、診断法が整備されていないことから、本年度は

血清診断法の構築を行った。各ウイルスの F, G 遺伝子 cDNA

をウサギに 6 回免疫し、高度免疫血清を作製したうえで、抗体

検出法として、ELISA および IFA 法を構築した。ELISA は、各

ウイルス F, G 遺伝子 cDNA 導入／非導入 HEK293T 細胞を

RIPA buffer で処理し、ELISA 用プレートに固相化し、抗原とし

た。IFA 法については、上記の細胞をホルマリン固定し、抗原

とした。いずれの方法についても、上述のウサギ高度免疫血

清を用いて陽性／陰性の判定ができることを確認した。

[Guillermo Posadas-Herrera、加来義浩、前田健]

VIII．炭疽菌およびその類縁菌に関する研究

1．国内で分離されたペニシリン耐性炭疽菌の遺伝学的解析

について

国内で 1978 年に輸入骨粉から分離されたペニシリンに高度

耐性を示す炭疽菌のβラクタマーゼの regulator である抗シグ

マ因子の rsiP 遺伝子内に 7 塩基の欠失が認められ、この欠

失がペニシリン耐性に関与する可能性が示唆されたため、当

該遺伝子の相補を行うため、ペニシリン感受性炭疽菌由来と

ペニシリン耐性セレウス菌の rsip 遺伝子を組み込んだ相補実

験用の大腸菌プラスミドを作出した。[奥谷晶子、前田健]

2.炭疽菌芽胞の発芽抑制および栄養型増殖抑制に働く化学

物質の解析

炭疽菌芽胞からの発芽は様々な因子により調節されている

が、食品添加物で芽胞発育阻止剤としても用いられているグリ

シンが静菌的ではあるものの、炭疽菌芽胞の発芽の抑制とそ

の後の栄養型細胞の増殖抑制を示すことを明らかにした。ま

た酢酸ナトリウムを共用することで相乗効果がみられた。さらに

甘草抽出物、抽出物を構成するグラブリジンにも同様の機能

があることが示された。作用機序について更なる検証を行って

いる。[奥谷晶子、前田健]

IX．ブータンにおける人獣共通感染症の浸潤調査

1． ブータン国内のイヌおよびヒトにおける狂犬病抗体保有状

況の調査

ブータン国内のイヌにおける狂犬病ワクチン抗体の保有率

を調べるため、狂犬病流行地域および非流行地域の飼育犬

61 匹、および非流行地域の放浪犬（ワクチン接種歴の記録な

し）229 匹から採血を実施し、簡易検査キット RAPINA を用い

た抗体検査を実施した。その結果、感染防御に有効と考えら

れる 0.5IU 以上の抗体価を保有しているのは、飼育犬で 41%、

放浪犬で 11%であった。一方、ブータン国内のワクチン接種者

（防疫担当者等）の中和抗体保有調査を実施するため、首都

ティンプーの防疫担当者の一部について、採血を実施した。

これまでに採取したヒト血清については、感染研において中

和試験法（RFFIT）に供するための輸入手続きを進めている。

[加来義浩、奥谷晶子、前田健]

2. ブータン国内の家畜および家畜飼養者における CCHF 抗

体保有状況の調査

ブータン南部の家畜飼養者における CCHF ウイルスの浸潤

状況調査を実施するにあたり、昨年度までに Chukha, Samtse, 

Sarpang の 3 州において、合計ヤギ 500 頭からの採材を完了

している。家畜飼養者の調査に向けて、これまでの検査で陽

性だった家畜の飼養者をリストアップしたうえで、血清検査を

実施するための倫理審査手続きを進めている。[加来義浩、奥

谷晶子、前田健]

3. ブータンにおける炭疽菌感染リスクの調査

土壌からの炭疽菌の分離の効率化を進めるため、土壌に

多く分布する炭疽菌の近縁菌種であるセレウス菌との識別を

可能とする選択培地を、日本側から現地に送付した。炭疽菌

とセレウス菌が混在する土壌検体からの分離に際し、両菌種

の識別が容易となることが期待される。[奥谷晶子、加来義浩、

前田健]

4. ブータンにおけるコウモリ由来感染症の浸潤状況調査

コウモリにおける各種病原体の抗体調査を実施するにあた

り、戸山庁舎・動物実験施設においてルーセットオオコウモリ 2

頭を飼育し、採血法を確立した。ブータン側で、コウモリ類の

分布域に関する情報を得るため、複数の国立公園のレンジャ

ーにアンケートを実施した。得られた回答をもとに、現在解析

を進めている。[加来義浩、奥谷晶子、前田健]

X．野兎病に関する研究

1.野兎病菌の継代によるゲノム変化に関する研究

KU-1 および NVF1 株の Eugon チョコレート培地(ECA)10 お

よび 20 代継代株（EP10 および EP20）ならびに化学合成培地

50 代継代株(CP50)等のゲノムを解析した。EP10 と比較し、ア
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ミノ酸置換を伴う変異は KU-1 EP20 に 12、KU-1 CP50 に 7、

NVF1 EP20 に 2、NVF1 CP50 に 3 箇所認められた。150 代継

代の NVF1 では 5Kb の遺伝子欠損も認められた。継代による

ゲノム変化は多様で、大規模な欠損が起ることが確認された。

[堀田明豊、鈴木道雄、奥谷晶子、藤田修、宇田晶彦、前田

健； 花木賢一（安全実験管理部）； 武藤（細川）淳二（科学警

察）； 森川茂（岡山理大）]

2.フランシセラ属菌の検査法に関する研究

野兎病菌以外のフランシセラ属菌感染の検査法の確立を目

的に、各種抗体の反応を確認した。各菌感染動物由来血清

はそれぞれの菌抗原と凝集せず、LPS 抗原に反応しなかった。

ウエスタンブロットにおいて、ノビシダ菌とヒスパニエンシス菌

に対する抗血清の反応には大きな相異は無かった。抗フィロミ

ラジア血清は全供試フランシセラ属菌に一様に反応した。野

兎病菌以外の菌に特異的抗原は認められず、野兎病の血清

診断に汎用される凝集反応や LPS-ELISAは他のフランシセラ

属菌の検査へ応用困難と考えられた。[堀田明豊、藤田修、鈴

木道雄、宇田晶彦、前田健； 森川茂（岡山理大）]

3.野兎病菌Δftt_0965c ワクチン効果確認試験

野兎病菌 ftt_0965c 遺伝子破壊株（Δftt_0965c）の感染防御

効果について、ΔpdpC や既存ワクチン株である LVS（live 

vaccine strain）と比較しながら解析した。生ワクチンとして各株

をマウスに接種した結果、Δftt_0965c は LVS と同等かそれ以

上の抗野兎病菌抗体誘導能および細胞性免疫誘導能を保

持しており、Δftt_0965c 群のマウスは野兎病菌強毒株の致死

的感染を回避できることが明らかとなった。このことから、Δ

ftt_0965c は野兎病生ワクチン株として優れている可能性が示

唆された。[宇田晶彦、洲山有美、野口 章、黒田雄大、立本

完吾、Milagros Virhuez Mendoza、山本つかさ、石嶋慧多、朴

ウンシル、原田倫子、井上雄介、前田健]

XI. 動物由来ヘルペスウイルスに関する研究

1. サルにおける抗シンプレックスウイルス抗体の検出

サルにおける抗 B ウイルス抗体保有率調査を目的として、抗

シンプレックス抗体の検出を実施した。46 頭のニホンザルから

採取した血清について HSV-1 F strain を用いて中和試験を

実施した結果、27 頭(59%)が抗体陽性となった。[石嶋慧多、立

本完吾、前田健； 安藤匡子(鹿児島大学)]

2．B ウイルス、ヒトヘルペスウイルス 1 型および 2 型特異抗体

検出系の構築

昨年度までに、B ウイルス特異抗体検出系をマルチプレック

スビーズアッセイにより構築した。本年度は B ウイルスに加え

て、ヒトヘルペスウイルス 1 型および 2 型も特異抗体が検出で

きるようにマルチプレックスビーズアッセイの拡張を試みた。し

かし、これまでのプロトコールでは、非特異反応が検出された

ため、ブロッキング剤、検体希釈倍率、反応条件等の再検討

を行った。これらの検討の結果、本研究で拡張したマルチプ

レックスビーズアッセイは、B ウイルス並びにヒトヘルペスウイル

ス 1 型、ヒトヘルペスウイルス 2 型に対する抗体も特異的に検

出可能できる可能性が示唆された。[洲山有美、宇田晶彦、石

嶋慧多； 森川茂（岡山理大）； 前田健]

XII．新型コロナウイルスに関する研究

1.COVID-19 患者の飼育するペットにおける感染

昨年度より継続して、COVID-19 患者の飼育ペットを対象と

した SARS-CoV-2 の診断を行ってきた。新たにイヌ 4 頭、ネコ

1 頭の遺伝子陽性例が確認され、計イヌ 11 頭、ネコ 7 頭が遺

伝子陽性となった。そのうちネコ 1 頭はデルタ株感染が原因と

考えられる呼吸器症状を示した貴重なケースで、和文論文に

報告した。血清が得られたものに関しては、WK-521 株・デル

タ株・オミクロン株を用いた中和試験を実施した。その結果、

すべての血清がオミクロン株流行以前に採取されたのにも関

わらず、ネコでは 6 頭中 5 頭がオミクロン株に交差反応を示し

た。しかし、イヌでは 7 頭中 1 頭のみとなった。これは、ネコの

方がイヌよりも感受性が高く、抗体が良く誘導されるためと推

察された。[黒田雄大、山本つかさ、石嶋慧多、朴ウンシル、前

田健]

2.培養細胞馴化株の性状解析

WK-521 株をもとに作出した Vero9013 細胞、fcwf-4 細胞馴

化株の in vitro における増殖性を検討した。Vero9013 細胞、

fcwf-4 細胞、TMPRSS2 発現 VeroE6 細胞での増殖性は

Vero9013 細胞馴化株の 1 つである 20VeP4-4 が最も良かっ

た。動物用ワクチンの必要性に関しては議論の余地はあるが、

ワクチン開発のための基礎となるデータとして期待している。

[黒田雄大、山本つかさ、朴ウンシル、宇田晶彦、洲山有美、

前田健]

3.ORF7 遺伝子欠損株の性状解析
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昨年度までの研究で、ORF7 遺伝子の宿主免疫阻害能が推

測された。本年度は、ORF7 遺伝子欠損株と親株の Calu-3 細

胞感染時におけるサイトカイン誘導能を測定した。欠損株の

感染では親株感染に比べて IFN-λ1 と IL-8 の発現量が有意

に増加することが分かった。今後は、このサイトカイン産生抑

制機序について詳細に検討する予定である。[黒田雄大、山

本つかさ、朴ウンシル、宇田晶彦、前田健]

4.SARS-CoV-2 実験感染ネコにおける IgM 誘導

WK-521 株接種ネコ血清中の SARS-CoV-2 に対する IgM

抗体を、感染細胞抗原を用いたELISAによって検出した。IgM

は IgG と同様に接種後 11 日目から検出された。したがって、

ネコにおいて IgM の検出を早期の抗体診断系に用いることは

難しいことが分かった。[黒田雄大、山本つかさ、朴ウンシル、

前田健] 

5.猫コロナウイルス感染ネコ血清を用いた cobas による抗

SARS-CoV-2 N 抗体の測定

I 型猫コロナウイルス実験感染ネコ血清中の抗 SARS-CoV-2 

N 抗体をロシュ社の cobas で測定した。その結果、猫コロナウ

イルス接種 42 日後には 4 頭中 3 頭で cobas value>1.0 の抗

体陽性となった。したがって、ネコにおいては抗猫コロナウイ

ルス抗体が交差反応するため、cobas による抗 N 抗体検出系

が使用できないことが確認された。[黒田雄大、山本つかさ、

前田健]

6.臨床分離株のマウスに対する病原性確認試験と中和抗体

誘導能の測定試験

25 種類の SARS-CoV-2 臨床分離株をマウスに接種し 4 週

間の生残確認を行った結果、ブラジル由来株（TY7-501）と南

ア株（TY8-612）は致死的な感染を引き起こすことが明らかと

なった。また生残したマウスの血清を群毎にプールして中和

試験を行った結果、WK-521 株やラムダ株・デルタ株・カッパ

ー株は、中和抗体を十分誘導するほど BALB/c マウスには感

染しないことが分かった。また、ミュー株接種マウス血清がオミ

クロン株(BA.1 や BA.2 系統)を含む最も多くの株に対して中和

能を持つことが分かった。 [黒田雄大、宇田晶彦、洲山有美、

朴ウンシル、前田健]

7.新型コロナ感染症治療候補薬のモデル動物を用いた各種

薬効試験

リタイヤ BALB/c マウスは、マウス馴化 SARS-CoV-2 を経鼻

接種すると量依存的に重症化することから、これをモデル動物

として利用し各種薬効試験を実施した。未処置のマウスに当

該ウイルスを接種すると急激な体重減少が観察されたが、国

内で承認されている EIDD2801（モルヌピラビル）をマウスに投

与するとウイルス感染による臨床症状は有意に軽減した。同

様に、新型コロナ感染症の治療薬候補である 3 種類の合成ス

テ ロ ー ル 、 リ コ ン ビ ナ ン ト AIM （ Apoptosis Inhibitor of 

Macrophage）、2 種類の抗 TMPRSS2 抗体をマウスに施したが、

これまでに有意な治療効果は認められていない。[宇田晶彦、

洲山有美、野口章； 大橋啓史、渡士幸一（治ワク）； 宮崎徹

（東大）； 齊藤隆（理研）； 前田健]

8.新型コロナ感染症の病態に係る宿主因子の同定

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 於 い て 補 体 制 御 因 子

C1q/TNF-related protein６（CTRP6：C1qtnf6）、インターロイキ

ン-1 レセプターアンタゴニスト(IlL1rn と icILl1rn)、インターロイ

キン 6（Il6IL6）、インターフェロンガンマ（IFNγ）が果たす役割

について、遺伝子欠損（KO）マウスとマウス馴化 SARS-CoV-2

を用いて解析した。この結果、CTRP6 は新型コロナ感染症の

肺繊維化に、icIL1rn、Il6IL6、および IFNγは新型コロナ感染

症の重症化に関与している可能性が示唆された。[宇田晶彦、

洲山有美、野口章、紀熙華（東京理大）； 岩倉洋一郎（東京

理大）； 角田茂（東大）； 前田健]

9.野生動物における血清疫学調査

2020 年に日本国内で捕獲されたシカ 296 頭、ハクビシン 64

頭、タヌキ 36 頭の血清を用いて WK-521 株に対する中和試

験を行った。全検体が中和抗体陰性となったが、2021 年度に

採取された検体も引き続き試験を行う予定である。[黒田雄大、

山本つかさ、前田健]

10. 猫の新型コロナウイルス感染症に関する研究

昨年度、猫は SARS-CoV-2 感染により重症化はしないが、

感染源になり得るため、注意喚起が必要であることが分かった。

本年度は SARS-CoV-2 の変異株の猫における病原性の変化

を確認した。デルタ株およびガンマ株感染猫は鼻腔、口腔か

ら感染性のあるウイルスを急性期に排泄し、SARS-CoV-2 に

対する中和抗体も上昇した。ガンマ株感染猫において 1 匹が

急性期に体重減少を呈する以外、症状は認められず、変異

株の感染により猫は重症化しないことが分かった。更に、ウイ
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ルスの抗原性の変化を検討した結果、他の変異株に対する

中和抗体力価に差は認められなかったが、WK-521 株に対し

ては減少している猫も認められ、初期株および変異株間では

抗原性の変化が起きた可能性が示唆された。[朴ウンシル、黒

田雄大、宇田晶彦、加来義浩、奥谷晶子、立本完吾、石嶋慧

多、原田倫子、井上雄介、前田健； 網康至（安全実験管理

部）； 白倉雅之、鈴木康司、長谷川秀樹（インフルエンザウイ

ルス研究センター）； 原田俊彦（安全実験管理部）； 坂井祐

介、志和希、岩田奈織子、永田典代、鈴木忠樹（感染病理

部）]

XIII. E 型肝炎ウイルスに関する研究

1.E 型肝炎ウイルスの疫学調査

E 型肝炎ウイルスに対する抗体と遺伝子検査をイノシシおよ

びシカにおいて実施した。これまでに 18 県のイノシシ 2963 頭

と 13 道県のシカ 2302 頭を調査した。その結果、イノシシにお

いては 415 頭（14.0％）が抗体陽性であったが、シカにおいて

は 1 頭（0.04％）が陽性であった。遺伝子検出に関しては、イノ

シシ 1901 頭中 26 頭（1.4％）、シカ 1709 頭中 1 頭（0.1％）が

陽性であった。イノシシにおける抗体陽性率に関しては、体重

が 30 ㎏以下の個体の陽性率が低かった。一方、遺伝子検出

率は 30 ㎏以下の個体が有意に高かった。すなわち、子豚の

HEV を保有しているリスクが高いことが示された。[Milagros 

Virhuez Mendoza、前田健]

XIV．その他の研究

1.小動物医療従事者の動物体液曝露頻度調査

小動物医療従事者計 107 名（獣医師および動物看護師）に

年間の動物体液曝露例について回答を得た。回答者の 5 割

以上が週 1 回以上、動物の舐め行動により唾液に接している

ことがわかった。また 5 割以上が年 1 回以上、自身の粘膜を

動物体液に曝露していた。曝露時の手袋の装着は 4 割程で、

個人防御具を装着していなかったとする回答は 2 割程であっ

た。一度の曝露量は 1ml 以下がほとんどで、感染症疑い動物

からの曝露例は少なかった。高い曝露頻度は人-動物間の薬

剤耐性菌の伝播への注意喚起に重要な情報となるだろう。[堀

田明豊、原田倫子、前田健]

2.愛玩げっ歯類動物におけるハンタウイルス抗体調査

国内のハンタウイルスの分布調査のため、愛玩動物におけ

る抗ハンタウイルス抗体の検出を試みた。都内の 3 動物病院

由来のげっ歯類動物を主とする哺乳動物由来血清計 100 検

体について、ソウルウイルス感染細胞を抗原とした間接蛍光

抗体法を実施したところ、全て陰性であった。今回の供試検

体由来動物種はハンタウイルスの自然宿主であるラット、マウ

ス以外であるため、ハンタウイルスの陽性検体が認められなか

った可能性がある。国内の愛玩げっ歯類動物にはハンタウイ

ルス感受性動物は少ない可能性が考えられた。[堀田明豊、

前田健]

3.死亡動物調査システムの構築と運用

人獣共通感染症引き起こす病原体の拡散と野生動物大量

死は、密接にかかわっている可能性が指摘されている。そこで、

自治体、検疫所、および自衛隊の協力を得て、カラスを含む

鳥類等の死亡個体数調査を、DAS (Dead Animal Surveillance) 

システムを用いて実施してきた。平成 30 年度から令和 2 年度

の毎秋にはカラスの死亡個体数の増加が観察されたものの、

令和 3 年度はこの死亡個体数の急増は観察されなかった。こ

のカラスの死亡数急増は、特定の自治体で観察された現象で

あり、今後も同様の事例が想定されることから、当該自治体と

連携して原因解明が必要であると考えられた。[宇田晶彦、前

田健]

XV.マダニが保有する RNA ウイルスの疫学調査について

日本各地で捕獲されたニホンジカ体表より回収した飽血マ

ダニが保有する RNA ウイルスの疫学調査を実施した。その結

果、Okutama tick virus と Jingmen tick virus の特異的遺伝子

が検出された。また両ウイルス種の遺伝子が検出されたマダ

ニ採取地は現在まで報告がない県だった。全ゲノム解析のた

め、現在ウイルス分離を実施している。[藤田修、鈴木道雄、

今岡浩一； 森川茂（岡山理科大・獣医）； 前田健]

XVI. Ama ウイルスに関する研究

  国内のダニから分離された新規オルソナイロウイルスであ

る Ama ウイルスを様々なウイルスの致死的モデルとして知られ

ている IFNAR1 KO マウスに感染させ、体重測定および生存

率を確認し、Ama virus の病原性を確認した。その結果、55%

のマウスが死亡し、80%マウスが重度の体重減少を示した。病

理組織学的には肝臓において病変が顕著に認められ、Ama 

virus の抗原が強陽性を呈し、壊死性肝炎を起こしていた。こ

れらの病変は同じ属に属する Crimean Congo hemorrhagic 

fever virus や Yezo virus 感染実験の結果と同様であり、
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orhtonairovirus 属に共通する病変であると推測された。近年

新規ウイルスが相次いで報告される中で、病原性不明の感染

症に備えてこのような実験体制を確立することはこの研究の一

つの意義である。[朴ウンシル、立本完吾、前田健； 小林大介、

伊澤晴彦（昆虫医科学部）]

XVII．Yezo ウイルスに関する研究

1.イヌ、ネコにおける Yezo ウイルスの疫学調査

Yezo ウイルスは、2019 年に北海道でマダニと思われる虫刺

咬後に SFTS に類似する白血球減少・血小板減少症を伴う熱

性疾患を呈したヒト患者より検出された新規オルソナイロウイ

ルスである。当研究室では伴侶動物における SFTSV の調査

研究を実施しており、SFTS 疑い症例で SFTSV の遺伝子およ

び抗体検査が陰性であったイヌ 100 例、およびネコ 100 例に

ついて血清ＲＮＡを用いた Yezo ウイルスの遺伝子検出を行っ

た。遺伝子検出には Yezo ウイルスの L 分節および M 分節を

標的とした蛍光プローブを用いた Real-time RT-PCR を行っ

た。その結果、イヌおよびネコのすべての検体で Yezo ウイル

スの遺伝子は検出されなかった。[西野綾乃、立本完吾、石嶋

慧多、朴ウンシル、前田健]

XVIII. 新規フラビウイルス、サルヤマウイルスの血清疫学調

査

感染研の昆虫医科学部が石川県のキチマダニより検出した

新規フラビウイルス、サルヤマウイルス（SAYAV）について全

国のシカ、イノシシ血清を用いた疫学調査を行った。SAYAV

は遺伝子配列のみが決定され、ウイルス分離が成功しなかっ

たことから、シュードタイプウイルスを作製し中和試験を行うこ

とにした。ウイルス第二部が確立したシュードタイプウイルスの

系を使用し、SAYAV、日本脳炎ウイルス（JEV）、ランガットウイ

ルス（LGTV）、ポワサンウイルス（POWV）のシュードタイプウイ

ルスを作製し血清疫学調査を行った。結果は山口県、青森県、

北海道のシカ、富山県のイノシシからSAYAV特異的な検体が

見つかり、SAYAV が全国に存在することが示唆された。 [井

上雄介； 小林大介（昆虫医科学部）； 鈴木亮介（ウイルス第

二部）； 前田健]

XIX. Oｚウイルスの血清疫学調査

タカサゴキララマダニより昆虫医科学部で分離され、ウイル

ス第一部でマウスにおける病原性が評価された新規トーゴト

ウイルスである Oz ウイルス感染症に関して、山口県における

疫学調査を実施した結果、ウイルス中和試験でヒト 24 名中 2

名、ニホンザル 40 頭中 19 頭、イノシシ 124 頭中 75 頭、シカ

76 頭中 50 頭が陽性であることが判明した。より多くの動物で

の調査を可能にするために、ELISA 系を確立した結果、和歌

山県・三重県のサル、大分県・和歌山県・岐阜県のイノシシ、

和歌山県・岐阜県・千葉県のシカが陽性であり、富山県・栃

木県のイノシシは陰性であることが判明した。Oz ウイルスが

人獣共通感染症であり、西日本で流行していることが確認さ

れた。フタトゲチマダニより昆虫医科学部で分離され、ウイル

ス第一部でマウスにおける病原性を評価された Kabuto 

Mountain ウイルスの血清疫学調査を実施した結果、ウイルス

中和試験により、山口県のヒト 20.8％、サル 3.4％、イノシシ

33.5％、シカ 4.7％、クマ 7 頭中 0 頭、ヌートリア 27 頭中 0 頭

が陽性であることが確認された。他のフレボウイルスとの交差

反応の可能性も考え、間接蛍光抗体法・ELISA とともに確認

している。野生動物におけるフレボウイルス感染症を網羅的

に調査するための SFTS ウイルス、Kabuto Mountain ウイルス、

Mukawa ウイルスを含めた 14 種のフレボウイルスの N 蛋白、

11 種の G蛋白の発現に成功した。[前田健; 伊澤晴彦、沢辺

京子（昆虫医科学部）； Ngo T.B. Tran、下田宙（山口大学）]

XX．Kabuto Mountain ウイルスの疫学調査

Kabuto Mountain ウイルス（KAMV）は、2018 年に日本でキ

チマダニから分離された。ウイルス中和試験および間接免疫

蛍光法により、ヒトおよび野生哺乳類の感染に関する血清学

的サーベイランスを実施した。山口県内のヒト 24 名、サル 59

名、イノシシ 171 名、ニホンジカ 233 名、クマ 7 名、ヌートリア

27 名の血清を中和試験により評価した結果、抗体陽性率は、

ヒト 20.8％、サル 3.4％、イノシシ 33.9％、ニホンジカ 4.7％で

あった。クマとヌートリアは陰性であった。ヒト、サル、イノシシ、

ニホンジカの血清におけるウイルス中和試験と間接蛍光抗体

法との相関係数は、それぞれ 0.5745、0.7198、0.9967、

0.9525 であった。また、和歌山県のタカサゴチマダニ 1 プー

ルから Kabuto Mountain ウイルスの遺伝子が検出された。こ

れらの結果から、Kabuto Mountain ウイルスあるいはそれに類

似したウイルスが多くの野生動物やマダニの間で循環してお

り、このウイルスが偶発的にヒトに感染していることが示唆され

た。 [前田健; 伊澤晴彦、沢辺京子（昆虫医科学部）； Ngo 

T.B. Tran、下田宙（山口大学）]

レファレンス業務
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Ⅰ．行政検査・依頼検査等

今年度は以下の行政検査･依頼検査等を実施した。

1) ブルセラ症疑い患者検体または分離株の行政検査：13

件 (行) [今岡浩一]

2) 鼠咬症疑い患者検体の依頼検査：1 件(依) [今岡浩一]

3) カプノサイトファーガ感染症疑い患者検体または分離菌

株の依頼検査：2 件(依) [鈴木道雄]

4) SFTS 疑い犬･猫検体の依頼検査：182 件(依) [石嶋慧多、

平良雅克、前田健]

5) 狂犬病疑い患者検体の行政検査：1 件（行）、狂犬病疑

い野生動物の依頼検査：3 件（依）[野口章、加来義浩、

奥谷晶子、井上智]

6) 野兎病疑い患者検体の行政検査：3 件[堀田明豊]

7) ニパウイルス感染症疑い患者検体の依頼検査：1 件（依）

[加来義浩]

サーベイランス業務

Ⅰ．SARS-CoV-2

国内の検疫所において採取され、SARS-CoV-2 遺伝子陽

性となった検体からウイルス分離を実施し、分離された 255 株

について全塩基配列を決定し た。変異株はアルファ株

(B.1.1.7 系統) 、ベータ株(B.1.351 系統) 、ガンマ株(P.1 系

統) デルタ株（B1.617.2 系統）に分類された。これらの株の一

部は他研究機関へ分与された。 [前田健、黒田雄大、山本つ

かさ； 福士秀悦、山田壮一(ウイルス第一部)； 藤本嗣人(感

染症危機管理研究センター)]

品質管理に関する業務

Ⅰ．地方衛生研究所より要望を受け、狂犬病ウイルスの検査

に使用する診断用標準抗体と蛍光抗体法で使用する陽性対

照抗原塗抹スライドを配布した。また、配布に当たって、各自

治体で行われた過去 3 年間の検査実績（診断法の検証や研

修を含む）について回答を得た。［井上智、野口章、今岡浩一、

前田健］

研修業務

1) 人獣共通感染症の動向とリスク評価について.令和 2 年

度農林水産省中央畜産技術研修会(畜産物安全行政)、

資料配付、2021 年 8 月［今岡浩一］

2) 近年、国内で患者が報告されている動物由来感染症に

ついて. 令和 3 年度動物由来感染症レファレンスセンタ

ー、Web ミーティング、2021 年 9 月[今岡浩一、鈴木道

雄、加来義浩、宇田晶彦、前田健]

3) 福岡県 動物保健衛生推進に係る外部研修、2022 年 1

月 17-21 日、国立感染症研究所 ［獣医科学部員一同］

4) 生物剤に関する基礎知識 炭疽菌を中心に 2021 年 12

月、警察大学校 [奥谷晶子]

5) 第 9 回九州・沖縄地区狂犬病診断研修会および令和三

年度狂犬病予防業務地方ブロック技術研修会、主催：

宮崎大学産業動物防疫リサーチセンター・厚生労働省

健康局結核感染症課、2022 年 1 月 24 日-25 日、宮崎

大学（宮崎県）現地・web 同時開催 [井上智、堀田明豊、

伊藤睦代]

6) 令和 3 年度食肉衛生検査研修 「動物由来感染症と

One Health の概念」主催：保健医療科学院（Web 開催）

2021 年 6 月 10 日 [堀田明豊]
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ELISA による野兎病菌の免疫抑制因子の探索. 2021 年

9 月 7-13 日、酪農学園大学、江別市、北海道

17) 石嶋慧多、立本完吾、朴ウンシル、黒田雄大、Virhuez 

Mendoza Milagros、井上雄介、原田倫子、森川茂、前田

健 イヌにおける重症熱性血小板減少症候群の診断. 

第 3 回 SFTS 研究会・学術集会（Web 開催）．2021 年 9

月 17 日.

18) 立本完吾、石嶋慧多、朴ウンシル、黒田雄大、Virhuez 

Mendoza Milagros、原田倫子、井上雄介、Ngo Thuy Bao 

Tran、下田哲也、河合康洋、鈴木忠樹、前田健 SFTS

を発症した妊娠ネコにおける流産・死産例. 第 3 回

SFTS 研究会・学術集会. 2021 年 9 月 17 日

19) 平良雅克、追立のり子、西嶋陽奈、太田茉里、佐藤重紀、

髙松由基、吉河智城、黒須剛、下島昌幸、立本完吾、

石嶋慧多、前田健、西條政幸．関東地方で初めて感染

が確認された重症熱性血小板減少症候群の 1 例．第３

回 SFTS 研究会・学術集会シンポジウム-2 2021-09-

17 オンライン開催

20) 松野啓太、児玉文宏、山口宏樹、Eunsil Park、立本完

吾、前田健、西條 政幸．エゾウイルス感染症の診断法

開発と疫学調査．第３回 SFTS 研究会・学術集会シンポ

ジウム-5

21) 朴ウンシル、黒田雄大、宇田晶彦、加来義浩、奥谷晶子、

立本完吾、石嶋慧多、網康至、白倉雅之、鈴木康司、

原田俊彦、相内章、志和 希、岩田奈織子、永田典代、

鈴木忠樹、長谷川秀樹、前田健 SARS-CoV-2 感染源

としてネコのリスク評価. 第 68 回日本ウイルス学会学術

集会、神戸、2021 年 11 月

22) Ngo Tran、下田 宙、水野純子、石嶋慧多、米満研三、

南昌平、Supriyono Supriyono、黒田雄大、立本完吾、

Virhuez Mendoza Milagros、鍬田龍星、朴ウンシル、高

野愛、武藤正彦、伊澤晴彦、沢辺京子、早坂大輔、前

田健 Seroepidemiology of tick-virus infections among 

wild animals and humans. 第 68 回日本ウイルス学会学

術集会. 2021 年 11 月 16-18 日

23) 松野啓太、児玉文宏、山口宏樹、朴ウンシル、立本完吾、

前田健、西條政幸 A novel nairovirus associated with 

acute febrile illness in Hokkaido 第 68 回日本ウイルス学

会 兵庫県神戸およびオンライン開催2021-11-16 ～

18

24) 納田遼太郎、南昌平、金井祐太、川岸崇裕、Nurdin 

Jeffery A. 、山崎萌子、鍬田龍星、下田宙、前田健、小

林剛 Development of an entirely plasmid-based reverse 

genetics system for 12-segmented double-stranded 

RNA virus.第 68 回日本ウイルス学会 兵庫県神戸およ

びオンライン開催 2021-11-16～18

25) 山田壮一、宇根有美、坂井祐介、森山亜紀子、石嶋慧

多、木下一美、原田志津子、角崎英志、永田良一、森

川茂、前田健、福士秀悦、西條政幸 Genotyping of B 

virus infecting cynomolgus monkeys Cynomolgus monkey

に感染している B ウイルスの遺伝子型解析 第 68 回日

本ウイルス学会 兵庫県神戸およびオンライン開催

2021-11-16～18

26) 河原円香、加藤博、吉河智城、北浦慧、佐藤正明、立

本完吾、前田健、苅和宏明、西條政幸、伊藤（高山）睦

代 節足動物媒介性オルソブニヤウイルスであるオロプ

ーシュウイルス特異的な競合 ELISA 系の確立と国内野

生動物における感染状況の調査. 第 68 回日本ウイルス
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学会 兵庫県神戸およびオンライン開催 2021-11-16～

18

27) 関洋平、野島清子、水上拓郎、福士秀悦、森山彩野、

高橋宜聖、前田健 、鈴木忠樹、吉原愛雄、濵口功

Neutralizing antibodies against SARS-CoV-2 variants by 

SARS-CoV-2 mRNA vaccine （ Pfizer/BioNTech ） in 

Japan SARS-CoV-2 mRNA ワクチン（コミナティ筋注®）

接種者血清を用いた SARS-CoV-2 変異株 に対する中

和能の検討第 68 回日本ウイルス学会 兵庫県神戸お

よびオンライン開催 2021-11-16～18  

28) 石井洋、野村拓志、山本浩之、西澤雅子、Trang Hau 

Thi Thu1、原田恵嘉、関紗由里、中村碧、岡崎みどり、

大源幸恵、立川（川名）愛、永田典代、岩田（吉河）奈織

子、志和希、鈴木忠樹、朴ウンシル、前田健、草野好司、

島 崎 竜 太 郎 、 須 崎 百 合 子 、 網 康 至 、 俣 野 哲 朗

Development of a COVID-19 vaccine inducing non-S 

antigen-specific T-cell responses 第 68 回日本ウイルス

学会 兵庫県神戸およびオンライン開催 2021-11-16

～18

29) 石嶋慧多、朴ウンシル、立本完吾、黒田雄大、Virhuez 

Mendoza Milagros、井上雄介、原田倫子、鍬田龍星、下

田宙、松鵜彩、森川茂、前田健 Isolation of SFTSV from 

cats and dogs and the phylogenetic analysis. 第 68 回日

本ウイルス学会学術集会.神戸国際会議場、神戸市、兵

庫県. 2021 年 11 月 16-18 日

30) 黒田雄大、渡部桂、山本つかさ、朴ウンシル、立本完吾、

石嶋慧多、Virhuez Mendoza Milagros、井上雄介、原田

倫子、石原玄基、堀江亮、前田健 Natural infection 

with SARS-CoV-2 in companion animals in Japan. 第 68

回日本ウイルス学会学術集会.神戸国際会議場、神戸

市、兵庫県. 2021 年 11 月 16-18 日

31) Virhuez Mendoza Milagros, Eunsil Park, Keita Ishijima, 

Yudai Kuroda, Kango Tatemoto, Yusuke Inoue, Michiko 

Harad, Shigeru Morikawa, Masayuki Saijo, Ken Maeda. 

Differentiation of live attenuated vaccine against 

smallpox from other orthopoxviruses. 第 68 回日本ウイ

ルス学会学術集会. 神戸国際会議場, 神戸市, 兵庫県. 

2021 年 11 月 16-18 日

32) 井上雄介、加来義浩、井上 智、野口 章、原田倫子、

石嶋彗多、黒田雄大、立本完吾、Mendoza Milagros 

Virhuez、Thanmapom Phichitrasilp、鍬田龍星、下田宙、

前田健 シュードタイプ VSV を用いたリッサウイルスの抗

体検出 第 68 回日本ウイルス学会学術集会（Web 開催

とのハイブリッド開催）．神戸国際会議場、神戸市、兵庫

県 2021 年 11 月 16 日-18 日

33) 原田倫子、野口 章、朴ウンシル、加来義浩、井上雄介、

黒田雄大、立本完吾、Virhuez Mendoza Milagros、井上

智 、前田健 Trial forward to improvement of rabies 

vaccine. 第 68 回日本ウイルス学会学術集会.神戸国際

会議場、神戸市、兵庫県 2021 年 11 月 16-18 日

34) 宇根有美、Alviola Phillip、嘉手苅 将、逸見千寿香、藤

井ひかる、加藤健太郎、久和茂、前田健、Masangkay 

Joseph、大松勉「コイヌガオフルーツコウモリ Cynopterus 

brachyotis におけるポックスウイルス感染症（伝染性軟属

腫様疾患）の 1 例」JCVP

35) 田村恵子、小川哲生、宇田川郁子、橋口淳子、林達之、

今岡浩一 鼠咬歴がなく血液培養グラム染色形態の推

定 に よ り 迅 速 な 治 療 に つ な が っ た Streptobacillus 

notomytis の 1 症例. 第 33 回日本臨床微生物学会総

会・学術集会、仙台、2022 年 1 月

36) 清水隆、仲村岳真、渡邉健太、宇田晶彦、度会雅久

宿主の遺伝子発現を調整する野兎病菌エフェクター

IglC の解析. 第 95 回日本細菌学会総会（Web 開催）．

2022 年 3 月 29 日-31 日.

37) 仲村岳真、池谷遼、清水隆、渡邉健太、宇田晶彦、度

会雅久 野兎病菌の免疫回避因子の同定. 第 95 回日

本細菌学会総会（Web 開催）．2022 年 3 月 29 日-31 日.

3.セミナー・講演等

1) 前田健「動物由来感染症をもっと知ってください」第 21

回分子予防環境医学研究会大会特別シンポジウム「人

獣共通感染症」2022 年 2 月 8 日（金） 13：00～17:00

（オンライン開催）

2) 前田健「コロナウイルスの起源を考える」第5 回鹿児島大

学感染症制御のためのシンポジウム 令和 4 年 1 月 28

日（金）16：00～18:00（Zoom 開催）

3) 前田健「新型コロナウイルスの reverse zoonosis と伴侶動

物のコロナウイルス」令和 3 年度日本獣医師会獣医学術

学会年次大会シンポジウム「人と動物のコロナウイルス

感染症」〔企画：公益社団法人日本獣医学会 微生物分

科会〕2021

4) 前田健「環境変化による感染症発生」＜第２回生科連
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生物多様性シンポジウム＞「 気候変動が生物多様性に

与える脅威―地球はどのくらい危機的状況かー」2021

年 12 月 18 日（土）13 時〜17 時頃, オンライン

5) 前田健「SARS-CoV-2 の起源を考える」第 20 回日本バ

イオセーフティ学会総会・学術集会シンポジウムⅠ

「COVID-19 のウイルスの起源、ワクチンとバイオセーフ

ティ」2021 年 11 月 22 日-12 月 10 日（動画配信）

6) 前田健「人獣共通感染症としての新型コロナウイルス感

染症」岡山理科大学第 4 回国際シンポジウム「新型コロ

ナウイルス感染症の現状と対策」2021 年 11 月 22 日-12

月 10 日（動画配信）

7) Ken Maeda “One health approach to reduce the risks by 

zoonoses.” NARO International Symposium 2021 

“Outbreak and control strategy for transboundary animal 

and zoonotic diseases in Asia” 2021/11/5(Fri)13:30-

17:30

8) 前田健「動物由来感染症を知る：SFTS から COVID-19

まで」Infection and Immunity Research Symposium XII 令

和 3 年 10 月 8 日（金）18:50-20:20 (ホテルオークラ福

岡)

9) 前田健「SFTS：犬猫と獣医師の病気」令和 3 年度獣医学

術九州地区学会 宮崎県獣医師会企画・三学会共催シ

ンポジウム 令和 3 年 10 月 (WEB 画配信)

10) 前田健「適度な距離を！-ペットを守り、自分を守るため

に-」2021 年動物愛護週間中央行事 2021 どうぶつ愛護

オンラインシンポジウム令和 3 年 9 月 25 日(土)（WEB ミ

ーティング）

11) 前田健「動物から学ぶ感染症」One Health Research

Center キックオフシンポジウム基調講演、令和 3 年 5 月

29 日（土）13:45-14:15 (Webex)

12) 前田健、朴ウンシル、黒田雄大、山本つかさ、宇田晶彦

「SARS-CoV-2 自然感染並びに致死的感染モデル」第

68 回日本実験動物学会総会感染症対策委員会および

教育研修委員会共催シンポジウム「コロナウイルス感染

症の実験モデルと選択」5 月 21 日(金) 13:00-15:30 

(WEB 開催）

13) Ken Maeda “Current Situation of Tick-Borne Diseases 

in Japan” PET FAIR SOUTH-EAST ASIA, 17th Frbruary, 

2022. (WEB)

14) 前田健「動物での新型コロナウイルス感染症の現状」第

18 回 日 本 獣 医 内 科 学 ア カ デ ミ ー 学 術 大 会

(JCVIM2022)2022 年 2 月 18 日-3 月 21 日（オンライン

開催）

15) Ken Maeda“Origin of SARS-CoV-2” The 4th BMSA 

Open Seminar "COVID-19 - Past, Present and Future”

January 18, 2022, (WEB)（Okinawa Institute of Science 

and Technology Graduate University (OIST)）

16) 前田健「未知を既知へ」新化学技術推進協会ライフサイ

エンス技術部会 反応分科会 勉強会「感染症に挑む」

2022 年 1 月 17 日（WEB）

17) 前田健「動物から発生した SARS-CoV-2」札幌市保健所

セミナー令和 4 年 1 月 14 日, WEB

18) 前田健「動物由来感染症：発生予測できる日を目指し

て！」日本大学動物医科学研究センターセミナー令和 4

年 1 月 11 日 日本大学生物資源科学部 121 講義室（1

号館 2 階）

19) 前田健「人獣共通感染症について」福岡県講習会 令

和 3 年 11 月 24 日-25 日（福岡県福岡市）

20) 前田健「人獣共通感染症の最新情報」【麻布大学大学

院】特別講義 令和 3 年 11 月 10 日麻布大学

21) 前田健「アライグマを介した感染症の危険性について」

令和 3 年度第 9 回獣害対策基礎研修（外来生物）・兵庫

県アライグマ・ヌートリア対策連絡会議基調講演 令和 3

年 10 月 21 日(WEB)

22) 前田健「動物が教えてくれる SFTS のリスク」名古屋市獣

医師会 人獣共通感染症調査のセミナー令和 3年 10 月

19 日（WEBEX)

23) 前田健「動物の新型コロナウイルス感染症の最新の状

況について」令和３年度動物由来感染症対策技術研修

会オンライン開催

24) 前田健「最近話題の動物由来感染症」2021 年度 国立

感染症研究所・医師卒後臨床研修プログラム 2021 年 10

月 1４日

25) 前田健「猫ヘルペスウイルスについて」比較眼科学会年

次大会令和 3 年 10 月 9 日（木）14:00-16:30 (ZOOM)

26) 前田健「ダニ媒介性感染症 & SFTS」令和 3 年度 動物

由来感染症レファレンスセンター「近年、国内で患者が

報告されている動物由来感染症について」令和 3 年 9

月 6 日（WEB ミーティング）

27) 前田健「コロナウイルス感染症について考える」令和3 年

8 月 26 日（木）(ZOOM)うめきた 2 期「参加型ヘルスケア」

28) 前田健「新型コロナだけではない！人獣共通感染症」動
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物と安心して暮らせる長野県研修会第 2 弾令和 3 年 5

月 14 日（金） (WEB 開催）

29) 前田健「動物由来感染症」実地疫学専門家養成コース

（Field Epidemiology Training Program: FETP）初期導入

コース令和 3 年 4 月 20 日

30) 今岡浩一「ブルセラ症・鼠咬症」令和 3 年度 動物由来

感染症レファレンスセンター「近年、国内で患者が報告

されている動物由来感染症について」令和 3 年 9 月 6

日（WEB ミーティング）

31) 鈴木道雄「カプノサイトファーガ感染症」令和 3 年度 動

物由来感染症レファレンスセンター「近年、国内で患者

が報告されている動物由来感染症について」令和 3 年 9

月 6 日（WEB ミーティング）

32) 加来義浩「狂犬病」令和 3 年度 動物由来感染症レファ

レンスセンター「近年、国内で患者が報告されている動

物由来感染症について」令和 3 年 9 月 6 日（WEB ミー

ティング）

33) 宇田晶彦「B ウイルス病」令和 3 年度 動物由来感染症

レファレンスセンター「近年、国内で患者が報告されてい

る動物由来感染症について」令和 3 年 9 月 6 日（WEB

ミーティング）


